
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2022.5.15AALA カフェ 壁画「ＣＯＶＩＤ・・・みんなでコロナをやっつけましょう」 

 写真：安井倫子  記事：４ページ 

大阪アジア・アフリカ・ラテンアメリカ連帯委員会機関紙 

５
月
３
日
午
後
１
時
30
分
、
五

月
晴
れ
の
大
阪
扇
町
公
園
で
開
催

さ
れ
た
「
５
・
３
輝
け
憲
法
！
平

和
と
い
の
ち
と
人
権
を
！
お
お
さ

か
総
が
か
り
集
会
」
に
は
３
、
５

０
０
人
が
参
加
。
久
し
ぶ
り
の
集

会
に
顔
を
合
わ
せ
た
参
加
者
は

「
メ
ー
デ
ー
は
雨
が
降
り
、
代
表

参
加
で
ち
ょ
っ
と
寂
し
か
っ
た
け

ど
、
今
日
は
天
気
も
良
く
、
元
気

な
仲
間
に
出
会
え
て
よ
か
っ
た
」

と
。 大

半
の
参
加
者
は
グ
ラ
ン
ド
に

旗
を
持
ち
参
加
し
て
い
ま
し
た

が
、
暑
さ
を
避
け
、
木
陰
や
草
む

ら
に
座
っ
て
舞
台
か
ら
聞
こ
え
て

く
る
代
表
の
挨
拶
に
耳
を
傾
け
る

人
も
沢
山
い
ま
し
た
。 

司
会
は
、
学
生
の
西
尾
さ
ん
、

市
民
連
合
の
二
木
さ
ん
が
担
当
。

立
憲
４
党
（
立
憲
民
主
党
・
日
本

共
産
党
・
社
民
党
・
れ
い
わ
新
選

組
）
代
表
の
ス
ピ
ー
チ
の
あ
と
、

核
兵
器
廃
絶
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
国
際

運
営
委
員
の
川
崎
哲
さ
ん
の
ビ
デ

オ
レ
タ
ー
、
ピ
ー
ス
デ
ポ
の
湯
浅

一
郎
さ
ん
の
メ
イ
ン
ス
ピ
ー
チ
が

つ
づ
き
ま
し
た
。
市
民
ス
ピ
ー
チ

で
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
連
帯
を
訴
え
る

美
し
い
ハ
ー
モ
ニ
ー
の
歌
声
が
会

場
を
包
み
、
力
強
い
カ
ジ
ノ
住
民

投
票
請
求
署
名
の
訴
え
、
シ
ン
グ

ル
マ
ザ
ー
の
生
き
づ
ら
さ
・
く
ら

し
と
貧
困
問
題
の
市
民
ス
ピ
ー
チ

と
あ
っ
と
い
う
ま
の
１
時
間
で
し

た
。
最
後
に
参
加
者
全
員
で
「
戦

争
や
め
ろ
」「
い
か
そ
う
憲
法
」
の

ポ
テ
ッ
カ
ー
を
高
く
掲
げ
て
ア
ピ

ー
ル
を
実
施
。 

Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
か
ら
は
役
員
が
３
人

参
加
。
上
村
は
会
場
入
り
口
で
Ａ

Ａ
Ｌ
Ａ
の
「
戦
争
す
る
な
」
の
署

名
を
30
筆
集
め
ま
し
た
。
イ
ラ
ク

戦
争
に
反
応
し
て
集
め
や
す
い
署

名
で
し
た
。(

上
村
得
世) 

〒540-0004 大阪市中央区玉造 1-6-11 黒石ビル３F 

２０２２年６月１日 No.５９２ 

 

今
月
の
読
み
物 

◇2-3面:大阪ＡＡＬＡ第 60回総会「国際情勢」ダイ

ジェスト◇4-5-6-7 面：ＡＡＬＡカフェ第 27 回「フィラ

デルフィアのたたかう壁画たち」◇7 面：世界の軍事

費◇8 面：世界の出来事一口メモ、文化欄 

２
０
２
２
年
５
・
３
お
お
さ
か
総
が
か
り
集
会 

輝
け
憲
法
！
平
和
と
い
の
ち
と
人
権
を
！ 

５・３輝け憲法！おおさか総がかり集会 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年６月 1日 Ｎｏ．５９２ 世界と連帯 ＮＧＯおおさかＡＡＬＡ 

 

関
係
諸
国
か
ら
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。 

 

す
な
わ
ち
こ
の
「
構
想
」
は
、 

「
東
南
ア
ジ
ア
地
域
で
の
平
和

と
安
定
を
確
保
す
る
環
境
の
強

化
を
め
ざ
す
」
と
し
て
お
り
、

対
立
を
深
め
る
米
国
、
中
国
、

ロ
シ
ア
と
い
っ
た
大
国
が
、
東

南
ア
ジ
ア
地
域
で
協
調
で
き
る

よ
う
誘
導
す
る
環
境
づ
く
り
と

い
う
難
題
へ
の
挑
戦
と
も
い
え

る
も
の
で
す
。
こ
の
「
構
想
」

は
、
国
連
憲
章
な
ど
の
国
際
法

に
加
え
、
武
力
に
よ
る
威
嚇
と

行
使
を
例
外
な
く
禁
じ
る
「
東

南
ア
ジ
ア
友
好
協
力
条
約(

Ｔ

Ａ
Ｃ)

」
を
平
和
の
規
範
と
規
定

し
、 

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
10
カ
国
と
、 

Ｔ
Ａ
Ｃ
を
結
ん
だ
日
米
中
ロ
な

ど
８
カ
国
で
つ
く
る
東
ア
ジ
ア

サ
ミ
ッ
ト(

Ｅ
Ａ
Ｓ)

を
重
視

し
、
将
来
的
に
は
東
ア
ジ
ア
規

模
の
友
好
協
力
条
約
締
結
を
展

望
し
て
い
ま
す
。
特
定
の
国
を

敵
視
し
た
り
排
除
し
た
り
せ

ず
、
北
朝
鮮
も
含
む
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
も
活

用
し
、
大
国
の
協
調
を
導
い
て

平
和
と
安
定
を
実
現
す
る
構
想

と
言
え
る
も
の
で
す
。 

③ 

米
主
導
の
「
イ
ン
ド
太
平
洋

経
済
枠
組
み
」 (

Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｆ) 

 

バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
が
５
月

22
日
に
来
日
し
、
23
日
に
東
京

で
日
米
首
脳
会
談
が
開
か
れ
ま

し
た
。 

※
３
ペ
ー
ジ
上
段
に
つ
づ
く 

(1)
長
期
化
・
泥
沼
化
の
ロ
シ
ア

の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略 

ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
政
権
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍
事
侵

攻
が
、
抵
抗
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ

側
と
の
戦
闘
で
長
期
化
、
泥
沼

化
の
様
相
を
み
せ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
、
多
数
の
民
間
人
の

犠
牲
を
生
み
、
国
土
破
壊
が
広

が
り
続
け
て
い
ま
す
。 

国
連
で
は
、
加
盟
国
１
４
１

カ
国
が
賛
成
し
た
「
ロ
シ
ア
へ

の
非
難
と
即
時
撤
退
を
求
め
る

決
議
」
な
ど
３
つ
の
非
難
決
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
ロ
シ
ア

は
無
視
し
た
ま
ま
、
国
連
憲
章

と
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
条
約
を
は
じ
め

と
し
た
国
際
人
道
法
の
無
視
・

蹂
躙
を
続
け
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
許
さ
れ
な
い
の
は
、
プ
ー
チ

ン
大
統
領
に
よ
る
露
骨
な
核
兵

器
使
用
の
威
嚇
で
す
。
す
で
に

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
生
物
・
化
学
兵

器
の
使
用
の
危
険
性
も
指
摘
さ

れ
て
い
ま
す
。 

ロ
シ
ア
の
無
法
を
重
ね
る
侵

略
は
即
時
中
止
す
べ
き
で
す
。 

(2)
国
連
安
保
理
が
国
連
事
務

総
長
の
努
力
を
全
会
一
致
で

支
持 

国
連
の
安
全
保
障
理
事
会

は
、 

５
月
６
日
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
に
関
し
国
連
事
務
総
長
の

努
力
を
支
持
す
る
議
長
声
明
を

全
会
一
致
で
採
択
し
ま
し
た
。

声
明
は
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
平
和

と
安
全
の
維
持
に
つ
い
て
深
い

懸
念
を
表
明
」
し
、「
す
べ
て
の

国
連
加
盟
国
は
国
連
憲
章
の
も

と
で
、
平
和
的
手
段
に
よ
っ
て

国
際
紛
争
を
解
決
す
る
義
務
を

負
っ
て
い
る
こ
と
を
想
起
す

る
」
と
強
調
。
グ
テ
レ
ス
事
務

総
長
の
最
近
の
ロ
シ
ア
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
危
機
は
、 

(

米
国
に
後

押
し
さ
れ
た)

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
東

方
拡
大
を
続
け
ロ
シ
ア
と
ウ
ク

ラ
イ
ナ
問
に
紛
争
の
種
を
ま
い

た
」
と
批
判
。「
事
態
の
責
任
は

ロ
シ
ア
の
懸
念
を
無
視
し
て
き

た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
、
と
り
わ
け
米
国

に
も
あ
る
」
と
の
発
言
を
強
め

て
き
て
い
ま
す
。 

② 

東
ア
ジ
ア
の
平
和
・
安
定
め

ざ
す
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
イ
ン
ド

太
平
洋
構
想
」 

 

東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合(

Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ)

で
は
、
２
０
２
０
年

以
降
の
新
た
な
共
同
体
ビ
ジ
ョ

ン
づ
く
り
を
始
め
ま
し
た
。
そ

れ
は
、 

２
０
１
９
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
で
採
択
さ
れ
た

「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
イ
ン
ド
太
平
洋

構
想
」
の
実
践
で
す
。 

 

４
月
１
日
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
あ
る
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
務
局
で
、
各
国
高

官
か
ら
な
る
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共

同
体
ポ
ス
ト
２
０
２
５
ハ
イ
レ

ベ
ル
作
業
部
会
」
の
初
会
合
が

開
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
イ
ン
ド
太
平
洋
構

想
」
は
、
中
国
に
よ
る
南
シ
ナ

海
で
の
力
に
よ
る
現
状
変
更
に

対
す
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、

中
国
に
対
抗
す
る
米
国
の
「
自

由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平

洋
」
構
想
に
対
す
る
も
の
に
な

り
、「(

米
国
や
中
国
に)

対
等
に

渡
り
合
う
自
主
性
を
再
確
認

し
、
団
結
を
強
め
る
も
の
」
と

ラ
イ
ナ
訪
問
を
踏
ま
え
て
、「
平

和
的
な
解
決
策
を
探
求
す
る
事

務
総
長
の
努
力
に
強
い
支
持
を

表
明
す
る
」
と
し
て
い
ま
す
。 

 ２ 

Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
諸
国
で
の
動
き 

 (1)
ア
ジ
ア
・
ア
フ
リ
カ
諸
国 

①
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
を
巡
っ

て
、
米
国
へ
の
批
判
を
強
め

る
中
国 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
を
巡
っ

て
、
ロ
シ
ア
寄
り
の
姿
勢
を
米

国
な
ど
か
ら
批
判
さ
れ
て
き
た

中
国
が
、「(

侵
攻
の)
原
因
は
米

国
に
あ
る
」
と
の
批
判
を
強
め

て
い
ま
す
。
中
国
は
、 

１
９
９

９
年
５
月
に
生
じ
た
コ
ソ
ボ
紛

争
に
際
し
て
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
が

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
中
国
大
使

館
を
誤
爆
し
、
中
国
人
３
人
が

死
亡
し
た
事
件
と
重
ね
、「
ウ
ク

大
阪
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ 

第
60
回
定
期
総
会 

議
案
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
「
国
際
情
勢
」 

２ 

１ 

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ

侵
略
を
巡
っ
て 

こ
の
機
関
紙
６
月
号
が
会
員

の
み
な
さ
ま
に
届
く
の
は
６
月

初
旬
で
す
。
大
阪
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
第

60
回
定
期
総
会
は
５
月
28
日

(

土)

の
開
催
で
す
が
、
残
念
な

が
ら
総
会
報
告
は
タ
イ
ミ
ン
グ

的
に
７
月
号
と
な
り
ま
す
。 

そ
こ
で
５
月
号
の
総
会
議
案

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
掲
載
で
き

な
か
っ
た
「
国
際
情
勢
」
部
分

に
つ
い
て
抜
粋
し
て
紹
介
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。 

5/6安保理議長声明 (全文) 
安保理は、ウクライナの平和と安全の維持

に関して深い懸念を表明する。 
安保理は、すべての国連加盟国が国連憲章

の下、平和的手段により国際紛争を解決する
義務を負っていることを想起する。 
安保理は、平和的解決を探求する事務総長

の努力に強い支持を表明する。 
安保理は、事務総長に対し、この声明の採

択後、適切な時期に安保理に状況説明を行う
よう要請する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年６月 1日 Ｎｏ．５９２ 

 

世界と連帯 ＮＧＯおおさかＡＡＬＡ 

 

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
で
確
認
さ

れ
た
「
５
項
目
合
意
」(

①
暴
力

の
即
時
停
止
②
平
和
的
解
決
に

向
け
た
全
当
事
者
に
よ
る
建
設

的
対
話
、
他
３
項
目)

を
軍
政
当

局
は
、
自
ら
も
同
意
し
た
合
意

を
徹
底
し
て
無
視
を
続
け
て
い

ま
す
。 

⑨
東
テ
ィ
モ
ー
ル
大
統
領
選(

略) 

⑩
コ
ン
ゴ
共
和
国
が
核
兵
器
禁

止
条
約
の
批
准
へ
61
カ
国
目 

ア
フ
リ
カ
中
西
部
の
コ
ン
ゴ

共
和
国
が
５
月
17
日
、
核
兵
器

禁
止
条
約
の
批
准
書
を
国
連
に

寄
託
し
ま
し
た
。
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ

「
核
兵
器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」 (

Ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ)

が
同
日
発

表
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
同

条
約
を
批
准
し
た
の
は

61
カ

国
に
な
り
ま
し
た
。
ア
フ
リ
カ

大
陸
で
は

12
番
目
の
批
准
国

で
す
。 

(2)
中
南
米
諸
国 

① 
中
米
統
合
機
構(

Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｃ

Ａ
、
加
盟
８
カ
国
、
現
議
長
国=

ベ
リ
ー
ズ)
と
、
カ
リ
ブ
共
同
体 

(

Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｏ
Ｍ
、
加
盟
14

カ
国
１
地
域
、
現
議
長
国=

パ
ナ

マ)

は
、 

５
月
３
日
パ
ナ
マ
で

外
相
会
議
を
開
き
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
を
改
め

て
非
難
す
る
と
と
も
に
、
燃

料
・
食
料
価
格
の
高
騰
に
共
同

し
て
対
処
す
る
方
針
を
確
認
し

ま
し
た
。 

② 

た
だ
、
ロ
シ
ア
の
侵
略
を

「
支
持
」
し
て
い
る
ニ
カ
ラ
グ

表
明
し
ま
し
た
。 

３ 

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
決

定 
(

略) 

５
月
12

日
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

の
首
相
・
大
統
領
共
同
声
明
で

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
支
持
を
表
明
し

ま
し
た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
は
こ

れ
ま
で
軍
事
同
盟
非
加
盟
の
立

場
を
続
け
て
お
り
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

加
盟
は
、「
歴
史
的
転
換
点
」
と

な
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ア
ン
デ
シ

ョ
ン
首
相
は
、
５
月
16
日
に
Ｎ

Ａ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟
申
請
を
す
る
方

針
を
正
式
に
表
明
し
ま
し
た
。

19
世
紀
前
半
か
ら
軍
事
的
非

同
盟
を
外
交
方
針
に
据
え
て
お

り
、
中
立
の
立
場
か
ら
の
歴
史

的
な
転
換
と
な
り
ま
す
。 

 ４ 

米
、
中
国
包
囲
網
狙
い
、 

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
招
き
会
議 

軍
が
ク
ー
デ
タ
ー
で
実
権
を

握
っ
た
ミ
ャ
ン
マ
ー
を
除
く
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
９
カ
国
の
首
脳
ら

と
米
国
と
の
特
別
首
脳
会
議
が

５
月
12
日
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
バ
イ
デ
ン
米

大
統
領
は
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｅ
Ｎ
首
脳
ら

と
の
関
係
強
化
を
図
り
、
イ
ン

ド
太
平
洋
地
域
で
影
響
力
を
強

め
る
中
国
へ
の
対
抗
を
狙
う
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
、
米
中
の

一
方
に
傾
け
な
い
事
情
を
抱
え

て
お
り
、
米
側
の
思
惑
通
り
に

こ
と
が
運
ぶ
か
見
通
せ
な
い
状

況
で
す
。 

３ 

ア
は
、
Ｓ
Ｕ
Ｉ
Ｃ
Ａ
加
盟
国
で

す
が
不
参
加
で
し
た
。
ニ
カ
ラ

グ
ア
は
、
中
南
米
や
カ
リ
ブ
海

の
国
々
で
つ
く
る
国
際
機
関

「
米
州
機
構
」(

Ｏ
Ａ
Ｓ)

か
ら

脱
退
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
強

権
化
を
進
め
る
オ
ル
テ
ガ
大
統

領
が
連
続
４
選
を
決
め
た
昨
年

11
月
の
大
統
領
選
に
つ
い
て
、

Ｏ
Ａ
Ｓ
が
「
自
由
で
も
公
正
で

も
な
い
非
民
主
的
だ
っ
た
」
と

の
非
難
決
議
に
反
発
し
た
措
置

で
し
た
。 

③ 

ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
が

進
展
す
る
中
で
、
ロ
シ
ア
が
「
米

国
の
裏
庭
」
と
呼
ば
れ
る
中
南

米
諸
国
、
わ
け
て
も
、
キ
ュ
ー

バ
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
ニ
カ
ラ
グ

ア
と
の
連
携
を
加
速
さ
せ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
反
米
国
家
と

の
関
係
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
安
全
保
障
を
め
ぐ
る
米
国

と
の
交
渉
を
有
利
に
進
め
る
狙

い
が
伺
え
ま
す
。 

③  

南
米
チ
リ
で
新
自
由
主
義

政
策
の
転
換
を
掲
げ
る
左
派
の

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ポ
リ
ッ
チ
氏
が
、

昨
年
12
月
の
選
挙
で
、
新
興
左

派
政
党
や
チ
リ
共
産
党
な
ど
か

ら
な
る
左
派
連
合
の
候
補
者
と

し
て
大
統
領
選
で
勝
利
し
、
３

月
11
日
就
任
し
ま
し
た
。
就
任

に
あ
た
っ
て
、
教
育
の
拡
充
、

格
差
是
正
な
ど
公
約
の
実
現
に

全
力
を
尽
く
す
決
意
を
示
し
、

外
交
で
は
、
中
南
米
諸
国
と
の

協
力
を
強
め
、「
い
か
な
る
大
国

に
も
決
し
て
従
属
し
な
い
」
と

※
２
ペ
ー
ジ
下
段
か
ら
の
つ
づ
き 

米
国
が
提
唱
す
る
、
イ
ン
ド

太
平
洋
地
域
に
お
け
る
新
し
い

経
済
枠
組
み(

Ｉ
Ｐ
Ｅ
Ｆ)

に
つ

い
て
、
バ
イ
デ
ン
米
大
統
領
が

正
式
に
発
足
を
表
明
し
ま
し

た
。
こ
こ
に
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
り
東
欧
地

域
で
の
国
際
秩
序
が
揺
ら
ぐ
中

で
、
米
国
は
経
済
・
軍
事
両
面

で
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
関
与

す
る
姿
勢
を
示
す
こ
と
で
、
台

頭
す
る
中
国
を
抑
え
る
狙
い
が

あ
り
ま
す
。 

 

５
月
24
日
に
は
、
東
京
都
内

で
「
日
米
豪
印(

Ｑ
Ｕ
Ａ
Ｄ)

」

首
脳
会
合
も
開
か
れ
、
中
国
に

対
抗
し
て
、
法
の
支
配
に
基
づ

く
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド

太
平
洋
」
の
実
現
に
向
け
た
連

携
強
化
や
、
力
に
よ
る
一
方
的

な
現
状
変
更
は
認
め
ら
れ
な
い

こ
と
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。 

④
香
港
行
政
長
官
の
選
出(

略) 

⑤
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
統
領
選
で
フ

ェ
ル
デ
ィ
ナ
ン
ド
・
マ
ル
コ

ス
氏
当
選(

略) 
⑥ 

韓
国
大
統
領
に
尹
錫
悦
氏

が
就
任 

５
月
10
日
、
韓
国
大
統
領
に 

尹
錫
悦
氏
が
就
任
し
ま

し
た
。
尹
氏
は
、
就
任
式

で
「
朝
鮮
半
島
だ
け
で
な

く
、
ア
ジ
ア
と
世
界
の
平

和
を
脅
か
す
北
朝
鮮
の
核

開
発
に
つ
い
て
も
、
そ
の

平
和
解
決
の
た
め
に
対
話

の
扉
を
開
い
て
お
く
」
と

表
明
。
さ
ら
に
北
朝
鮮
が

非
核
化
に
転
換
す
る
な
ら

ば
、「
北
朝
鮮
の
経
済
と
住

民
の
生
活
を
画
期
的
に
改

善
で
き
る
大
胆
な
計
画
を

準
備
す
る
」
と
語
り
ま
し

た
。 

⑦
ス
リ
ラ
ン
カ
で
初
ゼ
ネ

ス
ト(

略) 

⑧
遅
れ
る
ミ
ャ
ン
マ
ー
正
常 

 
 

 
 

 
 

 
 

化 

２
０
２
１
年
２
月
の
ク

ー
デ
タ
ー
後
、
ミ
ャ
ン
マ

ー
の
正
常
化
を
目
指
し

て
、
同
年
４
月
24
日
の
Ａ 

4/23インド太平洋経済枠組み 

ＩＰＥＦの概要 

４本柱「デジタル含む貿易」「供給網の

強靱化」「クリーンエネルギー・脱炭

素・インフラ」「税・反汚職」 

狙いや立場 米国：影響増す中国に対抗、

日本：米国の TPP 復帰の足掛かりに 

参加国 日米や韓国、オーストラリアな

ど 13か国。米国はさらに拡大目指す 

課題 関税引き下げは協議せず、米国へ

の輸出拡大を期待するアジア各国へ

の効果は不透明 ※京都新聞から 

         

4/23日米首脳会談 
共同記者会見のポイント 

・日米は、米国が核兵器と通常戦力
で日本防衛に関与する「拡大抑
止」確保へ閣僚を含め緊密協議
し、同盟を強化 

・バイデン米大統領は中国による台
湾攻撃時の軍事的関与を明言 

・岸田文雄首相は防衛費の「相当な
増額」への決意を伝達 

・両首脳はロシアのウクライナ侵攻
を残虐で不当な侵略だと非難 

・バイデン氏は日本の国連安全保障
理事会常任理事国入りを支持 
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２０２２年６月 1日 Ｎｏ．５９２ 

 

 

２０２２年６月 1日  Ｎｏ．５９２ 

４ 

ミ
ュ
ー
ラ
ル
・
ア
ー
ト
、
壁
画 

３
月
の
後
半
に
ア
メ
リ
カ
に

行
く
チ
ャ
ン
ス
が
あ
っ
て
、
フ

ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
と
ワ
シ
ン
ト

ン
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。 

英
語
でM

U
R
A
L
S

ミ
ュ
ー
ラ
ル

と
い
い
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
壁

画
と
い
う
こ
と
で
す
。
壁
画
と

い
う
場
合
、
日
本
語
で
ウ
ォ
ー

ル
・
ピ
ク
チ
ャ
と
訳
さ
れ
る
し
、

日
本
で
は
一
般
的
だ
が
、
検
索

す
る
と
壁
紙
と
か
が
で
て
く

る
。M

U
R
A
L
S

と
い
う
の
は
屋
外

の
建
物
の
外
側
に
描
か
れ
た
絵

の
こ
と
を
と
ら
え
る
。
日
本
に

は
あ
ま
り
な
い
習
慣
。 

も
と
も
と
は
壁
の
絵
で
す
か

ら
古
代
史
の
中
で
何
と
か
の
壁

画
と
か
い
う
と
こ
ろ
に
原
点
が

あ
っ
て
、
社
会
の
状
況
と
か
人

間
の
様
子
と
か
、
生
き
て
い
る

人
を
表
す
の
がM

U
R
A
L
S

の
意
味

で
す
。 

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
っ
て
？ 

独
立
宣
言
が
行
わ
れ
た 

私
は
、
70
年
代
の
公
民
権
運

動
、
黒
人
運
動
を
調
べ
て
執
筆

し
た
が
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア

で
の
動
き
を
と
り
あ
げ
て
き

た
。
そ
の
後
も
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
に
行
く
中
で
、
街
を
歩
く

と

M
U
R
A
L
S

が
い
っ
ぱ
い
あ
っ

て
、
な
か
な
か
い
い
と
い
う
こ

と
に
気
付
い
て
、
継
続
的
に
見

て
き
て
い
る
。 

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
は
東
部

の
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
に
あ

る
。
市
庁
舎
は
き
れ
い
な
建
物

で
、
近
く
に
当
時
の
植
民
地
議

会
議
事
堂
が
あ
る(

写
真
①)

。

ワ
シ
ン
ト
ン
に
移
る
ま
で
の
ア

メ
リ
カ
の
首
都
で
、
こ
こ
で
独

立
宣
言
が
行
わ
れ
た
。 

美
術
館
の
前
に
ロ
ッ
キ
ー
の

銅
像
が
あ
る
が
、
映
画
ロ
ッ
キ

ー
は
実
在
で
は
な
い
が
、
這
い

上
が
っ
て
い
っ
た
と
こ
ろ
が
こ

の
街
の
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
地
域
と

い
う
ス
ラ
ム
出
身
の
英
雄
の
話

で
す(

写
真
②)

。 

壁
画
の
数
々 

市
議
会
議
場
の
壁
画 

市
議
会
議
場
に
も
壁
画
が
あ

り
ま
す(

写
真
③)

。
真
ん
中
の

マ
ー
ク
は
市
の
マ
ー
ク
で
、
ブ

ラ
ッ
ク
ラ
イ
ブ
ズ
マ
タ
―
運
動

の
人
々
、
警
官
に
射
殺
さ
れ
た

黒
人
が
描
か
れ
て
い
る
。 

      

」 

 マ
リ
オ
ッ
ト
ホ
テ
ル
も
依
頼 

 

２
０
０
０
年
ぐ
ら
い
に
高
級

ホ
テ
ル
の
マ
リ
オ
ッ
ト
が
依
頼

し
て
描
か
れ
た
壁
画
だ
が
、
だ

ん
だ
ん
き
れ
い
な
絵
に
な
っ
て

き
て
広
が
っ
て
き
て
い
る(

写

真
④)

。 

              ホ
ー
ム
レ
ス
支
援
の
絵 

だ
い
ぶ
初
期
の
作
品
で
、
写

真
⑤
の
右
側
の
青
い
窓
は
教
会

に
併
設
さ
れ
た
ホ
ー
ム
レ
ス
の

シ
ェ
ル
タ
ー
で
す
。
教
会
が
要

請
し
て
ホ
ー
ム
レ
ス
を
支
援
す

る
た
め
に
描
い
て
く
れ
と
言
わ

れ
描
い
て
い
る
。
２
０
０
０
年

ま
で
は
こ
う
い
う
も
の
ば
か
り

だ
っ
た
。
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て

左
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
人
は
実

在
の
人
。「
イ
ン
ビ
ジ
ブ
ル
」
と

描
か
れ
た
。
春
夏
秋
冬
と
あ
っ

て
こ
れ
は
秋
。
イ
タ
リ
ア
人
を

中
心
に
し
な
が
ら
も
い
ろ
い
ろ

な
人
種
を
描
く
配
慮
が
な
さ
れ

て
い
る
壁
画
だ(

写
真
⑫)

。 

                

も
と
も
と
は
イ
タ
リ
ア
人
街

で
金
持
ち
も
多
く
銀
行
な
ど
も

あ
っ
た
が
、
今
は
ア
ジ
ア
系
、

メ
キ
シ
コ
系
な
ど
が
多
く
な
っ

て
い
る
。 

※
６
ペ
ー
ジ
上
段
に
つ
づ
く 

  

   

 

世界と連帯 ＮＧＯおおさかＡＡＬＡ 

 

世界と連帯 ＮＧＯおおさかＡＡＬＡ 

 

い
う
題
。「
ホ
ー
ム
レ
ス
」
が
街

に
と
っ
て
恥
ず
か
し
い
存
在
～

隠
す
べ
き
者
と
い
う
考
え
方
を

否
定
す
る
。
人
間
と
し
て
ち
ゃ

ん
と
生
き
て
い
る
こ
と
を
主

張
。
み
ん
な
実
在
の
人
が
描
か

れ
て
い
る
。 

コ
ロ
ナ
撲
滅
の
絵 

２
０
２
１
年
に
描
か
れ
た
最

新
の
絵
で
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
、
み

ん
な
で
コ
ロ
ナ
を
や
っ
つ
け
ま

し
ょ
う
と
い
う
の
を
描
い
た

(

写
真
１
ペ
ー
ジ)

。
壁
は
大
き

な
病
院
の
壁
で
、
病
院
の
要
請

で
描
か
れ
た
。 

園
芸
協
会
の
要
請
の
絵 

写
真
⑥
は
園
芸
協
会
の
要
請

で
描
か
れ
た
絵
だ
が
、
一
つ
ひ

と
つ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
か
い

ろ
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
要
請
が
あ

っ
て
描
か
れ
る
。
そ
れ
を
ミ
ュ

ー
ラ
ル
・
ア
ー
ト
・
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア(

Ｍ
Ａ
Ｐ)

と
い
う
団

体
が
受
け
る
か
ど
う
か
を
協
議

し
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
決
め

て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
相
談
し
て

ど
ん
な
図
柄
に
す
る
か
考
え
て

描
く
。 

女
性
解
放
運
動
の
事
務
所
の
絵 

ア
メ
リ
カ
で
一
番
古
い
女
性

解
放
運
動
の
事
務
所
に
描
か
れ

た
プ
ロ
グ
レ
ス
・
オ
ブ
・
ウ
イ

メ
ン
ズ
と
い
う
絵
で
、
モ
デ
ル

に
な
っ
て
い
る
の
は
実
在
の
人

(

写
真
⑦)

。
真
ん
中
に
い
る
の

が
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
の
奥
さ
ん
。 

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
絵 

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
事
務
所
に
描
か
れ

た
絵(

写
真
⑧)

。
２
０
１
３
年

に
こ
の
絵
の
前
に
行
っ
た
時
に

お
祭
り
騒
ぎ
で
パ
レ
ー
ド
が
あ

っ
た
り
、
お
店
が
出
た
り
楽
し

く
や
っ
て
お
ら
れ
た
。 

黒
人
解
放
の
英
雄
デ
ュ
ボ
イ
ス 

今
回
中
心
的
に
行
っ
た
の
が

フ
ィ
ラ
ェ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
南
の

方
、
サ
ウ
ス
ス
ト
リ
ー
ト
と
い

う
と
こ
ろ
を
歩
い
た
。 

私
は
こ
の
壁
画(

写
真
⑨)

が

一
番
好
き
で
す
。
描
か
れ
て
い

る
人
物
は
、
キ
ン
グ
牧
師
よ
り

も
少
し
古
い
19
世
紀
か
ら
の

黒
人
運
動
の
指
導
者
の
Ｗ
・

Ｅ
・
Ｂ
・
デ
ュ
ボ
イ
ス
と
い
う

人
で
、
黒
人
と
し
て
初
め
て
ハ

ー
バ
ー
ド
大
学
を
出
た
学
者
。

サ
ウ
ス
ス
ト
リ
ー
ト
に
入
っ
て

社
会
学
的
調
査
を
行
い
「
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
黒
人(The 

P
hi

la
de

lp
hia Negro)

」
を
出

版
し
た
。
デ
ュ
ボ
イ
ス
さ
ん
は

サ
ウ
ス
ス
ト
リ
ー
ト
の
英
雄
と

い
う
こ
と
で
大
き
く
書
か
れ
て

い
る
が
、
彼
だ
け
で
な
く
、
右

側(
写
真
⑩)

に
は
、
フ
ィ
ラ
デ

ル
フ
ィ
ア
で
唯
一
の
黒
人
だ
け

の
消
防
団
で
、
こ
の
２
つ
が
英

雄
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
の
が

暖
か
く
感
じ
ら
れ
る
。
エ
リ
ー

ト
の
英
雄
だ
け
で
な
く
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
た
め
に
命

を
落
と
し
た
人
な
ど
も
入
れ
て

い
る
。 

街
の
破
壊
に
反
対
し
て 

サ
ウ
ス
の
方
は
も
と

も
と
イ
タ
リ
ア
人
街
。

「
秋
」
と
い
う
題
の
壁

画(

写
真
⑪)

で
、
古
い

街
を
壊
し
て
新
し
い
も

の
を
建
て
る
の
に
反
対

と
い
う
こ
と
で
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
が
要
請
し
て
、

つ
ぶ
さ
な
い
よ
う
に
と ⑦女性解放運動の事務所の壁画 

⓽黒人解放の英雄デュボイスさんが描かれた壁画 

５
月
15
日(

日)

、
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
カ

フ
ェ
第
27
回
は
、「
２
０
２
２
年
ア

メ
リ
カ
報
告 

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
の
た
た
か
う
壁
画
た
ち
」
と
題

し
て
、
大
阪
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
常
任
理
事

安
井
倫
子
さ
ん
を
講
師
に
、
大
阪

Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
事
務
所
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
10
名
で
、
講
演

の
後
、
コ
ー
ヒ
ー
や
お
菓
子
も
つ

ま
み
な
が
ら
、
熱
心
な
意
見
交
換

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

編
集
部
で
は
、
講
演
内
容
と
講

師
資
料
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
講

演
概
要
版
を
作
成
し
ま
し
た
。
文

責
は
全
て
編
集
部
に
あ
り
ま
す
。 

ＡＡＬＡカフェ 

第２７回 

２
０
２
２
年
ア
メ
リ
カ
報
告 

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の 

「
た
た
か
う
壁
画
た
ち
」 

  
 

 
 

 

大
阪
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
常
任
理
事 

安
井
倫
子 

①独立宣言採択の 
当時の植民地議会議事堂 

⑥園芸協会要請の壁画 

⑤ホームレス支援の壁画 
④マリオットホテルの壁画 ③市議会議場の壁画 

⑧ＬＧＢＴの壁画 

②ロッキーの像 

⑩黒人だけの消防団の壁画 ⑪イタリア人街で「秋」 ⑫イタリア人街での壁画 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年６月 1日 Ｎｏ．５９２ 

ミ
ュ
ー
ラ
ル
・
ア
ー
ツ
・

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア 

 

な
ぜ
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で

こ
う
し
た
壁
画
が
描
か
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
に
つ
い
て
で
す

が
、
落
書
き
が
街
に
あ
ふ
れ
て

困
っ
て
い
た
時
の
市
長
が
、
１

９
８
４
年
に
「
落
書
撲
滅
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
作
っ
た
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
時
ス
カ
ウ

ト
さ
れ
た
の
が
ジ
ェ
ー
ン
・
ゴ

が
あ
る
。
わ
た
し
は
今
回
は
市

の
南
の
方
を
重
点
に
歩
い
た
。

今
は
西
の
方
も
犯
罪
が
多
く
問

題
に
な
っ
て
い
る
。 

 

郊
外
は
比
較
的
裕
福
な
白
人

が
多
か
っ
た
が
、
２
０
０
０
年

代
に
は
郊
外
か
ら
も
裕
福
な
白

人
が
少
な
く
な
っ
た
。
い
わ
ゆ

る
ト
ラ
ン
プ
を
生
ん
だ
ア
メ
リ

カ
の
衰
退
を
表
し
て
い
る
。 

 

黒
人
が
人
口
の
30
％
ぐ
ら

い
で
、
今
人
口
が
増
え
て
い
る

の
は
メ
キ
シ
コ
系
・
南
米
系
の

人
た
ち
。
中
国
系
の
方
も
お
ら

れ
る
。 

 

主
要
都
市
の
１
９
５
０
年
か

ら
２
０
０
０
年
に
か
け
て
の
年

代
別
人
口
推
移(

左
の
図)

を
み

る
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
微
増
、

だ
が
、
他
は
減
少
し
て
い
て
、

い
る
、
英
雄
と
今
の
若
者
が
結

ば
れ
て
い
る
こ
と
を
表
し
た
い

と
の
こ
と
で
す
。
高
校
の
体
育

館
の
壁
に
描
か
れ
て
い
る
。
高

校
生
と
相
談
し
な
が
ら
、
高
校

生
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
指
導
さ

れ
な
が
ら
描
い
た
。
壁
画
の
ほ

と
ん
ど
が
住
民
が
筆
を
と
っ
て

描
い
た
も
の
で
す
。 

 

６ 
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１
９
８
０
年
代
か
ら
減
少
傾
向

で
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
は

73
％
に
減
少
、
シ
カ
ゴ
80
％

に
、
デ
ト
ロ
イ
ト
54
％
に
と
、

ア
メ
リ
カ
経
済
の
衰
退
が
見
て

と
れ
る
。
重
化
学
工
業
が
、
ま

ず
は
南
部
に
。
次
は
外
国
に
と

い
う
こ
と
で
、
デ
ト
ロ
イ
ト
は

顕
著
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。 

 

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
関
し

て
は
、
東
大
阪
的
で
、
大
企
業

で
な
く
自
転
車
と
か
繊
維
と
か

農
産
物
・
牛
乳
と
か
で
少
し
は

ま
し
だ
が
、
そ
れ
で
も
空
き
ビ

ル
が
多
い
地
区
が
あ
る
。
２
０

０
０
年
以
降
、
人
口
推
移
が
よ

こ
ば
い
で
、
早
め
に
産
業
構
造

の
転
換
を
は
か
り
、
病
院
・
医

療
、
観
光
、
そ
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
に
近
い
と
い
う
こ
と
も
あ

っ
て
安
い
住
居
を
提
供
す
る
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
若
い
働
き
手

が
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
住
む

と
い
う
こ
と
も
で
て
い
る
。 

落
書
撲
滅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
若
き

日
の
ジ
ェ
ー
ン
・
ゴ
ー
ル
デ
ン 

          

※
７
ペ
ー
ジ
上
段
に
つ
づ
く 

  

※
５
ペ
ー
ジ
下
段
か
ら
の
つ
づ
き 

俳
句
イ
ン
ピ
ー
ス 

 
俳
句
が
テ
ー
マ
の
壁
画
も
あ

る(
写
真
⑬)

。
２
０
１
３
年
に

行
っ
た
時
に
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
の
街
中
に
、
バ
ス
停
な
ん

か
に
、
英
語
の
俳
句
、
短
い
は

い
く
が
い
っ
ぱ
い
掲
示
し
て
い

た
が
、
そ
れ
を
ミ
ュ
ー
ラ
ル
・

ア
ー
ト
が
や
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
壁
画
の
右
上
に
文
字
が

あ
る
が
、
折
り
鶴
は
平
和
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
と
書
い
て
い

る
。
サ
サ
キ
サ
ダ
コ
さ
ん
の
逸

話
も
含
め
て
説
明
さ
れ
て
い

た
。 

大
き
な
目
の
壁
画 

 

大
き
な
目
、
若
者
の
目
で
す

(

写
真
⑭)

。
昔
の
若
者
と
今
の

若
者
が
一
緒
に
な
っ
て
、
歴
史

の
中
で
共
通
の
糸
で
結
ば
れ
て⑬俳句インピース 

⑭大きな目の壁画 

ー
ル
デ
ン
と
い
う
女
性
と
も
う

一
人
の
方
で
す
。
こ
の
方
た
ち

は
、
落
書
き
を
消
し
て
犯
人
を

つ
か
ま
え
る
と
い
う
こ
と
で
な
く
、

再
教
育
し
て
彼
ら
の
生
き
る
道

を
と
い
う
方
針
で
運
営
さ
れ
た
。 

こ
れ
が
96
年
に
「
ミ
ュ
ー
ラ

ル
・
ア
ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

と
い
う
壁
画
を
描
く
の
に
特
化

し
た
組
織
と
し
て
市
が
作
っ

た
。
そ
し
て
２
０
１
６
年
に
再

度
名
前
を
変
え
て
「
ミ
ュ
ー
ラ

ル
・
ア
ー
ト
・
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ

ィ
ア
」
と
な
っ
た
。 

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
と
は
ど
ん

な
と
こ
ろ
か
？ 

 

北
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
南
に

ワ
シ
ン
ト
ン
が
あ
る
丁
度
中
間

あ
た
り
に
あ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン

に
は
電
車
２
時
間
ぐ
ら
い
。 

 

市
の
周
辺
部
に
ブ
ラ
ッ
ク
ベ

ル
ト
と
呼
ば
れ
て
い
た
黒
人
街 ⑮ミューラル・アーツ・フィラデルフィア 

若き日のジェーンさん 
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７ 

※
６
ペ
ー
ジ
下
段
か
ら
の
つ
づ
き 

和
解
の
壁P

ea
ce
Wa
ll 

96
年
に
「
ミ
ュ
ー
ラ
ル
・
ア

ー
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
発
足

の
あ
と
、
数
々
の
作
品
を
て
が

け
た
が
、
98
年
に
、
黒
人
も
ア

イ
ル
ラ
ン
ド
系
も
ど
っ
ち
も
し

ん
ど
い
か
ら
い
つ
も
対
立
し
喧

嘩
が
起
こ
っ
て
大
変
な
場
所
の

地
区
で
、
黒
人
の
少
年
が
婦
人

を
レ
イ
プ
し
た
と
い
う
こ
と
で

大
混
乱
に
な
り
そ
う
な
時
に
、

市
長
が
何
と
か
和
解
の
た
め
に

壁
画
の
話
が
出
て
描
い
た
作
品

(

写
真
⑯)

。 

対
立
す
る
住
民
を
集
め
て
、

和
解
の
壁
画
を
描
こ
う
と
思
っ

て
い
る
が
、
ど
う
い
う
の
が
い

い
か
と
住
民
に
意
見
を
出
し
て

も
ら
っ
て
、
そ
こ
に
い
る
の
人

の
手
を
写
真
に
撮
っ
て
重
ね
合

わ
せ
た
デ
ザ
イ
ン
を
提
案
し

て
、
ど
こ
に
描
い
た
ら
い
い
か

も
相
談
し
て
描
い
た
。 

こ
う
し
た
こ
と
が
ま
た
評

判
に
な
っ
て
壁
画
の
注
文
が

増
え
、
２
０
０
０
年
ご
ろ
に
は

年
間
１
０
０
０
件
ぐ
ら
い
に

な
っ
た
と
い
う
。 

中
国
人
街
の
壁
画 

中
国
人
街
で
の
中
国
人
移

民
の
歴
史
を
表
し
た
と
い
う

壁
画
も
あ
る(

写
真
⑰)

。
こ
の

建
物
の
前
を
高
速
道
路
が
通

る
と
い
う
の
で
反
対
し
て
阻
止

し
た
記
念
に
描
い
た
と
い
う
。 

「
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
」
の

見
直
し
も
入
れ
て
い
ま
す
。 

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

に
乗
じ
て
、「
核
共
有
」
や
９
条

改
憲
の
動
き
が
活
発
化
し
て
い

ま
す
が
、
自
民
党
は
、
４
月
27

日
、「
国
家
安
全
保
障
戦
略
」
な

ど
の
改
定
に
向
け
た
同
党
安
全

保
障
調
査
会
の
提
言
を
岸
田
首

相
に
提
出
し
ま
し
た
。 

提
言
で
は
、
反
撃
能
力
（
「
敵

基
地
攻
撃
能
力
」
か
ら
改
称
）

の
保
有
」
を
明
記
し
、
攻
撃
対

象
を
「
指
揮
統
制
機
能
等
を
含

む
」
と
し
ま
し
た
。
防
衛
費
に

つ
い
て
は
、
北
大
西
洋
条
約
機

構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
が
加
盟
国
に

求
め
る
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）

比
２
％
以
上
の
水
準
を
念
頭
に

「
５
年
以
内
」
の
達
成
を
目
指

す
方
針
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
海
外
へ
の
武
器
輸
出

の
要
件
を
大
幅
に
緩
和
し
た

戦
争
国
家
に
導
く
自
民
党
提
言 

「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
保
有
へ 

 

９
・
11
ア
メ
リ
カ
団
結 

壁
画
の
中
に
は
９
・
11
の
直

後
に
ア
メ
リ
カ
の
団
結
を
よ
び

か
け
る
と
い
う
も
の
も
あ
る

(

写
真
⑱)

。 

薬
物
依
存
症
の
施
設
の
壁
画 

ユ
ダ
ヤ
系
の
人
た
ち
の
問
題

を
扱
う
社
会
奉
仕
グ
ル
ー
プ
の

薬
物
依
存
症
の
リ
ハ
ビ
リ
施
設

の
壁
画
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ル
ネ

ッ
サ
ン
ス
」(

写
真
⑲)

。
も
の

す
ご
く
古
い
ビ
ル
だ
が
、
イ
メ

ー
ジ
が
変
わ
っ
た
。 

              壁
画
ア
ー
ト
ま
と
め 

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
壁
画

は
、
ジ
ェ
ー
ン
・
ゴ
ー
ル
デ
ン

さ
ん
の
力
、
市
政
の
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
、
市
民
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

が
あ
っ
て
、
成
立
し
て
い
る
。

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
壁
画
を

守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
市
民
の

意
識
（
民
主
主
義
意
識
）
が
す

ば
ら
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

    

世
界
の
軍
事
費 

２
０
２
１
年 

日
本
は
第
９
位 

４
月
25
日
に
、
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
国
際
平
和
研
究
所(

Ｓ
Ｐ

Ｒ
Ｉ)

が
「
２
０
２
１
年
の
世
界

の
軍
事
費
」
を
発
表
し
ま
し
た
。

15
位
ま
で
を
表
に
し
ま
し
た
。 

「
世
界
の
軍
事
費
は
２
０
２

１
年
も
増
え
続
け
、
史
上
最
高

の
２
・
１
兆
ド
ル
に
達
し
た
。

２
０
２
１
年
の
５
つ
の
最
大
の

支
出
者
は
、
米
国
、
中
国
、
イ

ン
ド
、
英
国
、
ロ
シ
ア
で
あ
り
、

合
わ
せ
て
支
出
の

62
％
を
占

め
て
い
る
。
」
な
ど
と
説
明
し
て 

い
ま
す
。 

日
本
は
第
９
位

で
、
自
民
党
が
め
ざ

す
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
２
％

へ
の
倍
増
と
な
る

と
１
０
０
０
億
ド

ル
台
と
な
り
、
現
時

点
比
で
世
界
第
３

位
の
軍
事
大
国
と

な
り
ま
す
。 

 

⑯和解の壁 PeaceWall 
⑯俳句インピース 

⑱９・１１後の壁画 
⑯俳句インピース 

⑰中国人街の壁画 
⑯俳句インピース 

⑲薬物依存症の施設の壁画
⑯俳句インピース 
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いる」というのだ。「反知性主義」とは米国の歴史学者リ
チャード・ホフスタッターが用いた概念で、『アメリカの
反知性主義』と題する著書で建国以来米国では知識人に対
する嫌悪が日常になっていると言及している。 
 尹大統領は、このような問題を解決するためには「普遍
的価値」である「自由」が重要だと述べた。同氏は「人類
の歴史を振り返ってみれば、自由な政治的権利、自由な市
場が息づいていた場所は、常に繁栄と豊かさが花開いた」
と述べ「繁栄と豊かさ、経済的成長はまさに自由の拡大」
と付け加えた。尹大統領は「自由市民となるためには、一
定水準の経済的基礎、そして公正な教育と文化へのアクセ
スの機会が保障されなければならない」とし、「誰もが自
由市民になるためには、公正な規則を守らなければなら
ず、連帯と博愛の精神を持たなければならない」と語った。 
 …(略)… 
 北朝鮮に対しては、対話の扉を開いておくとしつつ「非
核化」を前提にした。尹大統領は「私は、朝鮮半島だけで
なくアジアおよび世界の平和を脅かす北朝鮮の核開発に
対しても、その平和的解決のために対話の扉を開いてお
く」とし、「北朝鮮が核開発を中止し、実質的な非核化へ
と転ずるなら、国際社会と協力して北朝鮮経済と北朝鮮住
民の生活の質を画期的に改善しうる大胆な計画を準備す
る」と述べた。そして「北朝鮮の非核化は朝鮮半島に持続
可能な平和をもたらすだけでなく、アジアと全世界の平和
と繁栄にも大きく寄与するだろう」と付け加えた。 
 （ハンギョレ新聞、2022.5.11 から） 
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機関紙・宣伝委員会 

５／１０尹錫悦氏、第２０代韓国大統領就任 
…自由・成長優先、統合メッセージなし 

「国民が主人の国を作る」  
二極化・社会葛藤による危機  
「自由」「速い成長」を通じた解決策のみ強調  
統合と協治については一度も言及せず 

尹錫悦（ユン・ソクヨル）大統領は 5 月 10 日、国会で
行われた就任式で「自由、人権、公正、連帯の価値を基盤
とし、国民が真の主人である国、国際社会で責任を果たし
尊敬される国を、偉大な国民のみなさまと共に必ず作って
いく」と語った。政治的分裂の原因として反知性主義をあ
げた同大統領は、社会と経済の二極化を解消するために自
由を繰り返し強調した。 
尹大統領は「私はこの国を、自由民主主義と市場経済体

制を基盤として国民が真の主人である国へと再建し、国際
社会で責任と役割を果たす国にしなければならないとの
時代的使命を持って、今日この場に立った」として、この
ように述べた。 
 同氏は、民主主義の危機の原因は「反知性主義」だと述
べた。「国家間、国家内部の過度な集団的対立によって真
実が歪曲され、各自が見たい、聞きたい事実だけを選択し
たり、多数の力で相手の意見を抑圧したりする反知性主義
が民主主義を危機に陥れ、民主主義に対する信頼を害して

世界の出来事メモ 

   会費 月 800円(年 9,600円) (25才以下は年 3,000円) ※入会金 500円 

＊会費の会計年度は毎年 4月から翌年の 3月です。半期毎に 4,800円づつご入金をお願いします。 

＊会費の中には機関紙代も含まれています。月初めに大阪 AALA と日本 AALAの機関紙を郵送いたします 
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絵手紙 津村よしえ 

 


